
　私事ですが、つい最近転職しました。わたしが新しく所属する部署では、マイクロサービ

ス開発が主体になりそうで、これを機に、より詳しく学ぼうと思い、手にとったのがこの書籍

です。

　この本は、マイクロサービスの概要をさらっています。マイクロサービスとはなにか、マイク

ロサービスを構成する原則、どういったアーキテクチャがマイクロサービスにおいてベストプ

ラクティスとされているのかについて、まとめられています。

　マイクロサービスは、協調して動作する小規模で自律的なサービスです。気軽にサービス

の改善ができるように、コードベースを小さく、疎結合に保ち、コードの定期的な統合やデプ

ロイの自動化に重点が置かれています。監視や負荷分散をしやすいよう、分散化されたアー

キテクチャが採用されています。

　また、技術的要素だけでなく、チームのコミュニケーション構造もシステム設計に影響を与えるとされ、マイクロサービス開発

に適したチーム構成についても言及しています。

　概要が網羅的によくまとまっているので、わたしと同じようにマイクロサービスを詳しく学ぼうと思ったときに、まずはじめに手

にとる本として非常におすすめです。

急激な変化に対応する新しい切り札「マイクロサービス」の概要
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『マイクロサービスアーキテクチャ』

　前職は Docker Compose を使っていたのですが、現職は Kubernetes がメインになる

ということで、少しずつ学び始めています。Dockerを利用すると、コンテナ化されたアプリ

ケーションを簡単にデプロイすることができますが、コンテナの運用には他にも課題があり

ます。

　Kubernetes は、それらの課題、複数 Node の管理やスケーリング、監視などを自動化

し、シンプルなオペレーションを実現するためのプラットフォームです。

　この本は、わたしの部署内での勉強会でも使われている書籍で、Kubernetes やその周

辺テクノロジーについて網羅的に書かれています。Kubernetes の認定資格 CKA/CKAD 

の取得にも役立つそうです（わたしもこれから頑張ります……！）。

　本の中では、各機能の説明とともに、実際の構築コマンドも書かれており、実際にクラウド上や自分のローカル環境に構築する

ことができます。 わたしも、今日までにひとまずざっと一周読んで、まずは概要を学べたので、明日からは少しずつ実践したり、

勉強会を通して知識を仲間うちで共有したりして、より知識を深めていきたいと思います。

「難しい」と言われがちなKubernetesをわかりやすく解説
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